
 
○地場の企業が連携することで

高付加価値商品を開発し、提
案型に脱却。 

 
○コア企業が既存事業で培っ

た大手アパレルメーカーから
の信頼を生かして、提案型に
脱却。 

 
 
 

大手アパレルメーカーから 
のＯＥＭ販売。 

 

 

 
                                                                                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

連携体の構成 

コア企業：㈱楠橋（今治市：縫製業） 
連携企業等：㈲斉藤、田窪㈱、山本学園、愛媛県繊維産業試験場 

新事業 市場性 

テーマ名： 新素材（パイル地）を使ったパジャマの開発・販売 
      ～地場の企業が連携して提案型に脱却～ 

事業計画の概要： 
・従来のパイル生地は厚くて重いのが特徴。 
・本事業では、優秀な縫製技術を持ち、従来より大手アパレルメーカーからの信頼が厚い
コア企業が、これまでは単なる取引先であった糸卸業、タオル織業等と連携することで、
オリジナルのタオルパジャマを開発。 

・この連携体では、大手アパレルメーカーのＯＥＭ販売を目指し、従来にはない薄くて軽い
パイル生地を使った、快適性・速乾性・通気性に優れたパジャマを製造することが可能。
また、地場の企業が連携することで提案型に脱却することが「強み」！  

地 域 事業分野 生活 

支援予定メニュー 

認定日 平成１７年７月２５日 四国(愛媛県) 

コア企業：㈱楠橋 
・連携体のまとめ役 
・大手アパレルメーカーとの窓口 
(既存事業により大手アパレルメ

ーカーから信頼を得ている) 
・縫製加工 

㈲斉藤 
・タオル織り 
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田窪㈱ 
・素材（糸）の提案、供給 

愛媛県繊維産業試験場 
・タオル織りの研究開発 

山本学園 
・デザインの提案 

技術移転 

提案 

縫製加工 

タオル織り 

糸提案、供給 

協 力 

販売 提案 

連携の特徴 

①戦略会議事務局によるハンズオン支援 

 
 
従来にはない薄くて軽
いパイル生地を使っ
た、快適性・速乾性・
通気性に優れたパジ
ャマ開発に成功！ 


